
参加者
(init.) 学年

C.N. B1

R.Y. B1

S.S. B2

H.K. B3

N.I. B3

S.Y. B3

Y.O. B3

A.T. B4

H.K. B4

E.Y. M1

K.O. M1

三陸鉄道開通！初めての被災地へ！
私
た
ち
は
、
七
月
五
日
か
ら
七
日
に

か
け
て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波

で
被
害
を
受
け
た
地
域
に
訪
れ
た
。

主
な
訪
問
地
は
、
岩
手
県
宮
古
市
と

大
槌
町
で
あ
る
。
こ
の
ツ
ア
ー
に
は
、

新
入
生
三
名
を
含
む
計
一
一
名
が
参
加

し
た
。
ツ
ア
ー
は
、
被
災
し
た
地
域
を

巡
っ
た
り
、
現
地
の
人
と
関
わ
っ
た
り

し
な
が
ら
、
現
在
の
東
北
の
姿
を
学
ぶ

と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
。

▼
ツ
ア
ー
行
程
：
左
表
参
照

▼
訪
問
先
：
二
、
三
面
記
事
参
照

▼
ツ
ア
ー
参
加
者
の
感
想
：
四
面
記
事
参
照

一
日
目
、
私
た
ち
は
盛
岡
駅
を
出
発

し
、
岩
手
県
宮
古
市
田
老
を
中
心
に

巡
っ
た
。
特
に
、
ま
な
ぶ
防
災
ツ
ア
ー

で
訪
れ
た
「
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
」
が

印
象
的
だ
っ
た
。
被
災
し
た
姿
の
ま
ま

保
存
さ
れ
て
お
り
、
津
波
の
恐
ろ
し
さ

を
物
語
っ
て
い
た
。
夜
は
民
宿
に
宿
泊

し
、
現
地
の
美
味
し
い
料
理
を
頂
い
た
。

食
事
後
に
参
加
者
の
感
想
を
共
有
し
、

「
震
災
の
爪
痕
を
身
近
に
感
じ
た
」

な
ど
の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

二
日
目
は
、
大
槌
町
や
釜
石
市
、

陸
前
高
田
市
に
訪
れ
た
。
大
槌
町
で
は
、

現
在
も
仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
方

や
震
災
後
の
大
槌
町
で
町
長
を
務
め
た

方
か
ら
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
震
災
後
長
ら
く
不
通
に
な
っ
て

い
た
区
間
の
三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
に

乗
車
で
き
た
の
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。

ツ
ア
ー
最
終
日
の
三
日
目
は
、
震
災

当
時
の
写
真
や
被
災
物
を
展
示
し
て

い
る
「
リ
ア
ス
・
ア
ー
ク
美
術
館
」
に

訪
れ
た
。
展
示
は
情
報
量
が
膨
大
で
、

被
災
物
の
背
景
に
あ
る
、
人
々
の
被
災

前
の
暮
ら
し
や
被
災
後
の
苦
し
み
等
を

想
像
す
る
と
、
二
時
間
弱
の
滞
在
で
は

到
底
消
化
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
情
報
量
の
多
さ

こ
そ
、
津
波
で
奪
わ
れ
た
暮
ら
し
が

ど
れ
だ
け
あ
っ
た
か
を
表
し
て
い
る
と

感
じ
た
。
私
た
ち
は
こ
の
美
術
館
で
、

改
め
て
津
波
の
影
響
力
、
恐
ろ
し
さ
を

深
く
心
に
刻
み
、
充
実
し
た
三
日
間
の

ツ
ア
ー
を
終
え
た
。

震災を学び、
東北の魅力に

ふれる
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大槌町（左面へ）
一
九
八
六
年
か
ら
営
業

さ
れ
て
い
た
ホ
テ
ル
に

津
波
が
押
し
寄
せ
た
。

四
階
ま
で
浸
水
し
、
二
階

ま
で
は
鉄
骨
が
む
き
出
し

の
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

津
波
遺
構
と
し
て
保
存

さ
れ
、
整
備
が
進
む
町
の

中
に
ぽ
つ
ん
と
建
っ
て

い
た
。
今
回
参
加
し
た
、

ま
な
ぶ
防
災
ツ
ア
ー
で
は
、

六
階
で
津
波
襲
来
の
瞬
間

の
映
像
を
見
た
。

今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
、
大
槌
町
以
外
に
も
多
く
の
場
所
を

訪
れ
た
。
訪
れ
た
場
所
と
、
特
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

三
つ
の
場
所
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
す
る
。

｢

東
日
本
大
震
災
の

記
録
と
津
波
の
災
害
史｣

と
い
う
常
設
展
示
が
あ
る

美
術
館
。
二
年
間
の
独
自

調
査
記
録
資
料
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。

写
真
や
被
災
物
が
並
び
、

学
芸
員
が
調
査
し
た
際
に

感
じ
た
生
々
し
い
現
場

の
様
子
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
展
示
情
報
量
が

充
実
し
て
い
て
、
非
常
に

見
応
え
が
あ
る
。

二
〇
一
九
年
に
開
催
さ

れ
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
会
場
と
な
る
新

ス
タ
ジ
ア
ム
。

｢

釜
石
の
奇
跡｣

で
有
名

と
な
っ
た
小
中
学
校
の

跡
地
に
建
設
さ
れ
た
。

貯
水
槽
や
避
難
道
が
あ
り
、

防
災
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。

最
寄
り
の
鵜
住
居
駅
前

に
は
、
慰
霊
碑
や
交
流
館

が
あ
る
。

釜
石
駅

一
鵜
住
居
駅

一
大
槌
駅

一

浪
板
海
岸
駅

▲鵜住居駅前の慰霊碑

東
日
本
大
震
災
は
二
〇
一
一
年

三
月
一
一
日
に
発
生
し
、
三
陸

地
域
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。
観
測
史
上
最
大

規
模
の
地
震
に
加
え
、
最
大
で

高
さ
二
二
メ―

ト
ル
、
遡
上
高

四
〇
メ―

ト
ル
を
記
録
し
た
津
波

が
被
害
を
極
め
て
深
刻
な
も
の
と

し
た
。
犠
牲
者
・
負
傷
者
数
と

い
っ
た
人
的
被
害
や
倒
壊
等
の

物
理
的
被
害
の
ほ
か
、
産
業
や

経
済
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

行
政
自
治
体
へ
の
ダ
メ―

ジ
と

い
っ
た
社
会
的
被
害
も
多
大
な

も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
生
存
者

の
心
理
的
な
ダ
メ―

ジ
も
計
り

知
れ
な
い
。
家
族
や
親
し
い
人
を

な
く
し
た
こ
と
に
よ
る
精
神
的
傷
、

助
か
っ
て
「
し
ま
っ
た
」
こ
と
に

感
じ
る
罪
悪
感
な
ど
に
対
す
る

心
理
的
な
ケ
ア
は
現
在
も
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。

発
災
か
ら
八
年
半
が
経
っ
た

今
も
な
お
、
残
し
て
い
る
傷
痕
は

あ
ま
り
に
大
き
い
。

死者
（震災関連死）

15,897人
（3,723人）

行方不明者 2,532人

避難者（発災直後）
同 （2019年7月10日現在）

約47万人
約5万人

死者・行方不明者数は2019年6月10日現在
震災関連死死者数は2019年3月31日現在
（復興庁・警察庁資料をもとに作成）

東
日
本
大
震
災
の
全
体
像

き ず な 新 聞 ２

浄
土
ヶ
浜奇

跡
の
一
本
松

た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル

三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線

釜
石
鵜
住
居
復
興スタ

ジ
ア
ム

リ
ア
ス
・
ア
ー
ク
美
術
館

訪
問
地



東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、

最
大
二
二
メ―

ト
ル
の
津
波
が

襲
い
、
死
者
計
一
二
八
六
人
（
二

〇
一
九
年
六
月
十
一
日
現
在
）
、

全
壊
家
屋
三
〇
九
二
棟
と
い
う

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
ま
た
、

当
時
、
災
害
対
策
本
部
の
対
応
に

あ
た
っ
て
い
た
当
時
の
町
長
含
む

町
職
員
三
九
名
が
津
波
に
巻
き

込
ま
れ
て
犠
牲
に
な
る
な
ど
、

行
政
機
能
は
麻
痺
し
た
。

役
場
機
能
を
別
の
場
所
に
移
動

さ
せ
た
後
、
被
災
し
た
旧
役
場

庁
舎
は
、
震
災
遺
構
と
し
て
保
存

さ
れ
る
方
針
だ
っ
た
。
し
か
し
、

二
〇
一
五
年
の
町
長
選
に
て
、

解
体
を
公
約
に
掲
げ
た
候
補
が

当
選
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に

解
体
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
保
存
か
解
体
か
」
を
巡
り
、

住
民
意
見
も
割
れ
る
な
か
工
事
に

着
手
し
、
工
事
差
止
め
を
求
め
る

住
民
訴
訟
に
発
展
す
る
な
ど
し
た

が
、
最
終
的
に
二
〇
一
九
年
三
月

に
解
体
工
事
が
終
了
し
た
。

大
槌
町
は
岩
手
県
陸
中
海
岸
中
央
か
ら
少
し
南
に
位
置
す
る
、

人
口
お
よ
そ
一
万
二
千
人
（
二
〇
一
九
年
六
月
現
在
）
の
町

で
あ
る
。
主
に
水
産
業
が
盛
ん
で
、
人
形
劇
「
ひ
ょ
っ
こ
り

ひ
ょ
う
た
ん
島
」
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
蓬
莱
島
を
望
む
風
光

明
媚
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。

か
つ
て
は
砂
浜
海
岸

だ
っ
た
が
、
地
盤
沈
下

で
海
の
中
に
沈
ん
だ
。

砂
浜
に
下
り
る
階
段
も
、

そ
の
ま
ま
水
面
へ
と

つ
な
が
っ
て
お
り
、

異
様
な
光
景
に
な
っ
て

い
る
。

今
後
、
砂
浜
を
再
生

す
る
た
め
の
取
り
組
み

が
始
め
ら
れ
る
予
定
で

あ
る
。

三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線

の
駅
。
津
波
に
よ
っ
て

駅
舎
が
流
失
し
、
鉄
道

も
休
止
し
て
し
ま
っ
た

が
、
二
〇
一
九
年
三
月

二
三
日
に
営
業
再
開

し
た
。

駅
舎
デ
ザ
イ
ン
は
、

住
民
投
票
の
結
果
、

三
〇
個
の
案
の
中
か
ら

蓬
莱
島
を
モ
チ―
フ
に

し
た
も
の
に
決
定
し
た
。

岩
手
県
大
槌
町

二
〇
一
八
年
に

で
き
た
大
槌
町
の

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
。

図
書
館
や
会
議
室
、

多
目
的
ホ―

ル
を

集
約
し
た
複
合
施
設

で
あ
る
。
二
階
に
は

震
災
伝
承
の
展
示
室

が
あ
り
、
震
災
直
後

の
街
の
風
景
を
映
像

で
見
る
こ
と
な
ど
が

で
き
る
。

蓬
莱
島

大
槌
町
と
東
日
本
大
震
災

き ず な 新 聞３

浪
板
海
岸

風
の
電
話

お
し
ゃ
っ
ち

大
槌
駅

電
話
ボ
ッ
ク
ス
内
に

電
話
線
の
繋
が
っ
て

い
な
い
黒
電
話
と
ノ―

ト

が
置
か
れ
て
い
る
。

来
訪
者
は
、
普
段
胸
に

し
ま
っ
て
い
る
亡
き
大
切

な
人
へ
の
思
い
を
電
話
越

し
に
伝
え
た
り
、
ノ―

ト

に
気
持
ち
を
綴
っ
た
り

で
き
る
。



参加者の声

今回初めて岩手を訪れた。
震災の陰を目の当たりした
衝撃があまりにも強く、
思っていた以上に体は疲弊
していた。津波は繰り返す
ということを歴史は教えて
くれる。津波で苦しい思い
をする人たちが現れない
よう、３.１１を経験した私
たちには何ができるのか、
４年間を通して探したい。

復興。たった２文字なのに、
その意味は多様だ。「心の
復興はまだまだだ。いや、
もしかしたらできないの
かもしれない。」と地元の
方は話す。「震災を忘れ
たくても忘れられない」と
１年前に涙ながらに話して
くれた姿と重なり、たった
２文字であっても心に深く
突き刺さった。

「被災地」の内外からの
見方の違いを感じた。観光
を学ぶ身からすれば、震災
遺構のような震災の記憶は
残した方が良いと考えるが、
先日、旧大槌町役場が取り
壊されたように、見るだけ
で辛い思いをされる方も
いる。「風化」は本当に
防ぐべきなのか、改めて考
えたい。

震災遺構の問題に関心が
あるが、何を残して何を
残さないのか、というのは
場所によって大きく差が
あると毎度のように思う。
「残す、伝える」と一言に
言えてしまうが、訪れる
たびに地元の人々の多様な
感情に触れ、ひたすらに
難しい問題と痛感する。

初めて実際に現地に訪れた
ことで、東日本大震災の
現状を実感できた。８年
経過した今でも残る問題と、
時間の経過で生じた問題が
あった。その一方で、町の
人々の生活に復旧しつつ
ある日常を垣間見ることも
できた。これからも、この
地域に向き合いたい。

２度目の東北訪問で改めて
東日本大震災の脅威を知る
ことができた。前回は３月
に大槌町に訪問したが、約
４か月という短い期間でも
鉄道が開通したり、新しい
建物ができていたりと復興
を感じることができた。
これからも通うことで考え
を深めたい。

７月ツアーは３回目の参加。
同じ街を複数回訪れると、
どうしても前来た時と変化
した点、復興が進んだ点に
着目してしまう。一方で、
初めて被災地を訪れた者は、
ニュートラルに街の現状や
課題を捉える。人が入れ
替わる大学生の団体だから
こそ得られる新しい視点が
ある。

大槌町旧役場の取り壊しや
三陸鉄道の開通などの変化
があった後に行く初めての
ツアーであった。初めて
大槌町に訪れたときとは
景色が変わり、震災からの
成⾧を実感した。これから
も共に成⾧するためにも、
団体として見てきた大槌町
の成⾧を共有したい。

東日本大震災から８年がたったが、現在の
状況はどのようなものなのか、現地の方に話
を聞く機会があった。当時の被害状況や復興
について多くの話を聞くことができたほか、
近年では、子育てについても問題があること
も聞けた。地震の被害などもあり、若者が
少なくなっている、その結果、母親になった
人が同年代の母親たちと一緒に相談したり、
子育てをしたりすることが難しくなってきて
いるという問題だ。話をしてくださった方は、
このような問題を解決するため、母親たちで
集まることのできるコミュニティを作って
いこうと努力していることが今回分かった。
小学校・中学校の教科書にも東日本大震災

について被害状況などが載ることはあっても、
このような問題がとりあげられるというのは、
なかなか少ない。これからこの震災について
知らない人も増えていくが、このように形に
残していくことで多くの人に知ってもらえる
良い機会になればと感じた。

大槌のツアーに初めて参加した。ツアー
では、毎晩その日の振り返りを行う。地元の
人と似た感覚での「建物は次第に建ち始めて
いる」という上級生の感想や、新入生の
「『復興と復旧は違う』という地元の人の話
に驚いた」という感想が特に印象的だった。
ツアー中は、個人的に３回ほど行ったこと

のある陸前高田や気仙沼と大槌を比較する
ことがあった。大槌では、震災以前とほぼ
同じルートで鉄道が再開するなど、震災前の
姿に戻る復旧のイメージがあった。そのため、
大槌の人から「復興と復旧が違う」と聞いて、
大槌も震災前後で違うと知り、自分の持つ
イメージとの違いを認識させられた。また、
ただの空き地に見えた場所も、防災用空地で
大槌旧庁舎跡地であると教わるなどした。
自分の思い込みを恥じた。そのような意味で
もツアーはとても有意義だった。
私たちは継続的に東日本大震災の被災地を

訪ねている。しかし、三陸鉄道の開業日に
行ったとき「今日はこんなに混んでいるけど、
半年後はどうなっているか」という地元の
人々の会話を聞き、悲しかった。だからこそ、
これからも大槌をはじめ、様々な土地を訪問
することや震災の学習を継続していきたいと
改めて思った。

き ず な 新 聞 ４
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